
22

学生のいる風景 第5回

芸大メーリングリスト
学部・学科、生徒と教職員の交流を目的にする電子メールによるコミュニケーションの場がある。

さまざまな可能性を感じさせる、新しいネットワーク。

新
し
い
メ
デ
ィ
ア
が
、
出
会
い
の
契
機
を
広
げ
る

藤
本
徹

芸
大
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
の
運
営
を
始
め
て
、
は

や
四
年
に
な
り
ま
す
。
こ
の
間
に
芸
大
を
卒
業
さ
れ

た
メ
ン
バ
ー
も
多
く
、
今
で
は
海
外
に
帰
国
し
て
研

鑚
を
積
ん
で
い
る
元
留
学
生
や
、
遠
方
の
美
術
館

や
大
学
に
就
職
さ
れ
た
元
助
手
の
方
な
ど
か
ら
、
時

折
便
り
が
届
く
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。

メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
と
は
、
電
子
メ
ー
ル
を
使
っ

て
一
度
に
大
勢
の
人
と
交
信
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
こ

と
を
言
い
ま
す
。
特
定
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
メ
ー

ル
を
送
る
と
、
参
加
メ
ン
バ
ー
全
員
に
同
じ
メ
ー
ル

が
配
信
さ
れ
、
そ
の
繰
り
返
し
に
よ
り
、
メ
ン
バ
ー

間
で
の
会
話
が
進
行
し
て
い
き
ま
す
。

芸
大
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
は
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
用

い
、
学
内
の
学
部
学
科
・
生
徒
教
職
員
相
互
の
交

流
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
東
京
芸
大
に

在
籍
さ
れ
て
い
る
方
、
あ
る
い
は
過
去
に
さ
れ
て
い

た
方
で
あ
れ
ば
、
誰
で
も
参
加
自
由
で
す
。
現
在
の

登
録
メ
ン
バ
ー
数
は
約
二
三
〇
名
。
音
楽
・
美
術

双
方
の
学
部
生
・
院
生
は
も
と
よ
り
、
各
科
の
助

手
の
方
、
先
生
方
、
美
術
館
の
職
員
の
方
な
ど
幅

広
い
層
か
ら
の
ご
参
加
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

交
わ
さ
れ
る
メ
ー
ル
の
内
容
は
実
に
多
様
で
す
。

公
演
や
展
覧
会
、
研
究
会
、
各
種
イ
ヴ
ェ
ン
ト
な

ど
の
告
知
や
感
想
、
旅
先
か
ら
の
メ
ー
ル
な
ど
の
ほ

音楽学部・美術学部の枠を越えて、恒常的に意見を交換をする場として「メーリ
ングリスト」は発想された。
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芸大メーリングリスト
現在の状況（2003年2月21日現在）

メンバー数：232名

メンバー構成：
学部生（両学部・両校地）
─────────── 101名
大学院生・研究生
────────────52名
助手・教官・職員（美術館含む）
────────────44名
卒業生・離職者ほか（上記除く）
────────────35名

設 立 年 ：1998年
設 立 者 ：足立元

（日本美術史博士課程）

現管理者：藤本徹
（筆者・99年より継続）

問い合わせ・登録希望は管理者
アドレス〈spring@bitcat.net〉
までお願いします。

前野まさる建築科名誉教授主催の
「外堀舟巡りツアー」をはじめ、メ
ーリングリストをきっかけにさまざ
まな出会いが生まれた

か
、
稀
に
先
生
同
士
で
交
わ
さ
れ
る
昔
の
芸
大
の
思

い
出
話
や
、
上
野
谷
中
の
う
ま
い
店
情
報
な
ど
も
あ

り
、
ロ
ー
カ
ル
な
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
な
ら
で
は
の

〝
読
む
〞
楽
し
さ
が
あ
り
ま
す
。

私
が
運
営
を
続
け
て
い
る
動
機
の
一
つ
に
は
、
音

校
・
美
校
の
隔
た
り
に
顕
著
な
よ
う
に
、
学
部
学
科

間
で
の
意
見
や
情
報
の
往
来
が
あ
ま
り
に
少
な
い
と

い
う
実
感
が
あ
り
ま
す
。
大
浦
食
堂
や
キ
ャ
ッ
ス
ル

な
ど
で
各
科
の
学
生
が
別
々
に
集
い
相
異
な
る
雰
囲

気
を
発
し
て
い
る
様
は
、
時
に
使
っ
て
い
る
言
葉
す

ら
違
う
よ
う
に
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
け
れ
ど

も
「
芸
術
表
現
を
追
及
す
る
、
考
え
る
」
と
い
う
一

点
に
お
い
て
は
、
専
攻
が
何
で
あ
れ
芸
大
に
い
る

人
々
は
互
い
に
違
い
は
な
い
は
ず
。
そ
う
し
た
こ
と

か
ら
、
サ
ー
ク
ル
や
芸
祭
、
共
通
講
義
な
ど
の
限
ら

れ
た
機
会
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
も
っ
と
恒
常
的
な

科
を
越
え
た
意
見
交
換
の
場
が
欲
し
い
と
思
い
、
今

に
至
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
運
営
を
し
て
い
て
何
よ
り
も
楽
し
い
こ
と
は
、

自
ら
が
携
わ
る
場
で
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
が
勝
手
に

出
会
い
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
た
企
画
な
ど
が

次
々
に
生
ま
れ
て
い
く
こ
と
で
す
。
か
く
い
う
私
自

身
が
こ
れ
ま
で
に
、
先
端
科
で
行
わ
れ
た
イ
ス
タ
ン

ブ
ー
ル
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
で
の
滞
在
企
画
や
、
絵
画

科
主
催
の
展
示
企
画
な
ど
へ
の
参
加
、
前
野
ま
さ

る
建
築
科
名
誉
教
授
主
催
の
「
外
堀
舟
巡
り
ツ
ア

ー
」
の
幹
事
な
ど
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
音
校
や
取

手
の
学
生
た
ち
と
の
交
友
な
ど
も
含
め
、
い
ず
れ
も

メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
出
会
い
が
な

け
れ
ば
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
し
た
。

今
年
の
六
月
に
は
大
学
陳
列
館
に
お
い
て
、
自
ら

が
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
手
が
け
る
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
国
立

芸
術
ア
カ
デ
ミ
ー
と
の
交
流
展
『
プ
レ
ゼ
ン
タ
二
〇

〇
三
』
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
芸
大
側
出
展
学
生

の
所
属
学
科
は
多
岐
に
渡
り
ま
す
。
そ
れ
が
可
能
と

な
っ
た
の
も
ま
た
、
こ
の
場
で
培
っ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
お
か
げ
で
す
。

電
子
メ
ー
ル
の
普
及
と
共
に
登
場
し
た
こ
の
メ
デ

ィ
ア
の
可
能
性
は
、
い
ま
だ
未
知
数
と
い
え
ま
す
。

私
の
卒
業
後
も
含
め
、
こ
の
場
が
今
後
ど
う
な
っ
て

い
く
の
か
、
そ
れ
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

（
ふ
じ
も
と
・
と
お
る
／
芸
術
学
科
三
年
・
芸
大

メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
管
理
者
・
二
〇
〇
三
年
度
プ
レ

ゼ
ン
タ
実
行
委
員
長
）




